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2
0
2
0
年
は
、
地
球
の
生
物
多
様
性
が
保
全
さ
れ
て
ゆ
く
上
に

お
い
て
、
節
目
の
年
で
あ
る
。
読
者
の
方
々
は
、
10
年
前
の
出
来
事

を
覚
え
て
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？

　『
2
0
1
0
年
に
生
物
多
様
性
条
約
事
務
局
が
公
表
し

た
「
地
球
規
模
生
物
多
様
性
概
況
第
3
版
（
G
B
O
3
）」

で
、
生
物
多
様
性
を
構
成
す
る
生
態
系
、
種
、
遺
伝
子
の

す
べ
て
に
つ
い
て
、
損
失
が
継
続
し
て
い
る
と
評
価
し
ま

し
た
。
ま
た
、
損
失
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
直
接
的
な
要

因
と
し
て
、
生
息
地
の
損
失
と
劣
化
、
過
剰
利
用
と
非
持

続
的
な
利
用
、
過
剰
な
栄
養
素
の
蓄
積
に
よ
る
汚
染
、
侵

略
的
外
来
種
、
気
候
変
動
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
に
よ
る
影
響

は
、
継
続
あ
る
い
は
増
加
し
て
い
る
と
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
ま
ま
損
失
が
続
き
、
生
態
系
が
「
あ
る
臨
界
点

（a tipping point

）」
を
超
え
る
と
、
生
物
多
様
性
が
劇
的

に
損
な
わ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
広
範
な
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
が

劣
化
す
る
危
険
性
が
高
い
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
人
類
が
過
去
1
万
年
に
わ
た
っ
て
依
存
し
て
き

た
比
較
的
安
定
し
た
環
境
条
件
が
来
世
紀
以
降
も
続
く
か

ど
う
か
は
、
次
の
10–

20
年
間
の
行
動
に
よ
り
決
定
づ
け

ら
れ
る
と
指
摘
し
、
生
物
多
様
性
の
損
失
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
要
因
を
減
ら
す
た
め
、
緊
急
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
世
界
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。』（
環
境
白
書
・
循
環
型

社
会
白
書
・
生
物
多
様
性
白
書
よ
り
）

　
2
0
2
0
年
の
節
目
の
要
素
は
、
①
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議
で
合
意
さ
れ
た
愛
知
目
標
の
達
成
年
、
②
国
連
生
物
多
様

性
の
10
年
の
最
終
年
、
③
I
U
C
N
の
第
7
回
世
界
自
然
保
護
会

議
の
開
催
、
④
S
D
G
s
の
目
標
14
〈
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
〉、
15

〈
陸
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
〉
の
達
成
年
で
あ
り
国
連
75
周
年
、
そ
し
て

⑤
パ
リ
協
定
の
実
行
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
様
々
な
国

際
的
な
動
き
が
始
ま
る
こ
と
の
き
っ
か
け
と
し
て
、〝
こ
れ
か
ら
の
生

物
多
様
性
〞
と
題
し
て
特
集
を
組
ん
だ
。
　 

　
　
　  

　  

草
刈
秀
紀

写真　2010 年生物多様性条約第10 回締約国会議の風景
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あ
る
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
た
。

愛
知
目
標
の
世
界
的
な
達
成
状
況
の
最
終
評
価
は
、
2
0
2
0
年

の
第
15
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P

15
）
に
お
い
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
材
料
と
し
て
、
各
締
約
国
か
ら
2
0
1
8
年
末
に
提
出
さ
れ
た

第
6
回
国
別
報
告
書
や
、「
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
政
府
間
科
学–

政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
I
P
B
E
S
）」
の
評

価
報
告
書
、
さ
ら
に
は
2
0
2
0
年
に
生
物
多
様
性
条
約
事
務
局
よ

り
公
表
予
定
の
「
地
球
規
模
生
物
多
様
性
概
況
第
5
版
（
G
B
O
5
）」

が
使
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
か
ら
提
出
し
た
前
述
の
第
6
回
国
別
報
告
書
に
お
い

て
は
、
愛
知
目
標
に
対
応
し
た
国
別
目
標
の
達
成
状
況
を
、

① 

目
標
を
超
え
て
達
成
す
る
見
込
み

② 

目
標
を
達
成
す
る
見
込
み

③ 

目
標
に
向
け
て
進
捗
し
て
い
る
が
不
十
分
な
速
度

④ 

大
き
な
変
化
な
し

⑤ 

目
標
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る

⑥ 

不
明

の
6
つ
の
選
択
肢
よ
り
選
ん
で
回
答
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
大
半

の
国
別
目
標
に
お
い
て
「
③
目
標
に
向
け
て
進
捗
し
て
い
る
が
不
十
分

な
速
度
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

2
0
2
1
年
以
降
の
生
物
多
様
性
の
目
標
づ
く
り

2
0
2
0
年
10
月
に
中
国
で
開
催
予
定
の
生
物
多
様
性
条
約

愛
知
目
標
の
達
成
状
況
と
そ
の
後

愛
知
目
標
の
達
成
状
況

2
0
1
0
年
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条

約
C
O
P

10
に
お
い
て
、
2
0
1
1
年
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で
の
生

物
多
様
性
の
世
界
目
標
で
あ
る
「
愛
知
目
標
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
生
物
多
様
性
条
約
の
「
戦
略
計
画
2
0
1
1–

2
0
2
0
」
の

一
部
で
あ
り
、「
戦
略
計
画
2
0
1
1–

2
0
2
0
」
は
、
長
期
目
標

（
ビ
ジ
ョ
ン
）、
短
期
目
標
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）、
個
別
目
標
／
愛
知
目
標
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
。
長
期
目
標
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
は
「
自
然
と
共
生
す
る
」
世
界
、

す
な
わ
ち
「
2
0
5
0
年
ま
で
に
、
生
物
多
様
性
が
評
価
さ
れ
、
保

全
さ
れ
、
回
復
さ
れ
、
そ
し
て
賢
明
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
が
保
持
さ
れ
、
健
全
な
地
球
が
維
持
さ
れ
、
全
て

の
人
々
に
不
可
欠
な
恩
恵
が
与
え
ら
れ
る
」
世
界
の
実
現
で
あ
る
。
短

期
目
標
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
は
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損
失

を
止
め
る
た
め
に
効
果
的
か
つ
緊
急
な
行
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

さ
ら
に
A
か
ら
E
の
5
つ
の
戦
略
目
標
の
下
に
、
2
0
1
5
年
又

は
2
0
2
0
年
ま
で
の
20
の
個
別
目
標
が
定
め
ら
れ
、
こ
の
個
別
目

標
が
「
愛
知
目
標
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

生
物
多
様
性
条
約
の
締
約
国
は
、
愛
知
目
標
の
達
成
に
貢
献
す
る

施
策
を
自
国
に
お
い
て
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
、
2
0
1
4
年
の

第
5
回
国
別
報
告
書
及
び
「
地
球
規
模
生
物
多
様
性
概
況
第
4
版

（
G
B
O
4
）」、
さ
ら
に
同
年
開
催
の
第
12
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P

12
）

で
は
、
愛
知
目
標
の
進
捗
状
況
の
中
間
評
価
と
し
て
、
進
展
が
あ
っ
た

一
方
で
、
目
標
の
達
成
に
は
緊
急
で
効
果
的
な
施
策
の
追
加
が
必
要
で

〝
環
境
に
携
わ
る
セ
ク
タ

ー
だ
け
で
な
く
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー

を
巻
き
込
ん
だ〝

尼
子
直
輝
　
環
境
省
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C
O
P

15
に
お
い
て
、
愛
知
目
標
の
後
継
と
な
る
世
界
目
標
が
採
択
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
国
際
的
に
は
「post- 2020 global biodiversity 

fram
ew

ork

」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
「
ポ
ス
ト

2
0
2
0
目
標
」
と
い
う
。
2
0
1
8
年
11
月
の
生
物
多
様
性
条
約

第
14
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P

14
）
に
お
い
て
、
そ
の
準
備
プ
ロ
セ
ス

が
決
定
し
、
そ
の
後
、
2
0
2
0
年
の

C
O
P

15
に
か
け
て
、
準
備
プ
ロ
セ
ス

に
沿
っ
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

現
時
点
で
は
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標

の
内
容
を
予
断
で
き
な
い
が
、
大
枠
で

は
、
戦
略
計
画
2
0
1
1–

2
0
2
0

に
掲
げ
ら
れ
た
2
0
5
0
年
ま
で
の
長

期
目
標
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
は
引
き
続
き
妥
当
と

い
う
見
解
が
ホ
ス
ト
国
と
な
る
中
国
政

府
か
ら
も
示
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
も
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2
0
3
0
ア

ジ
ェ
ン
ダ
で
掲
げ
ら
れ
た
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」
と
の
シ
ナ
ジ
ー

の
重
要
性
が
多
く
の
主
体
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
物
多
様
性
条
約
事

務
局
及
び
I
P
B
E
S
の
地
球
規
模
評

価
報
告
書
（
2
0
1
9
）
で
は
、
社
会
変
革

（transform
ative change

）
の
必
要
性
を

訴
え
て
お
り
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標

も
、
環
境
に
携
わ
る
セ
ク
タ
ー
だ
け
で
な

く
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
を
巻
き

込
ん
だ
横
断
的
な
取
組
を
促
す
も
の
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
目
標
の
達
成
状
況
を
評
価
す

る
指
標
作
り
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
て

2
0
0
3
年
に
環
境
省
に
入
省
後
、
国
立

公
園
管
理
、
外
来
生
物
対
策
、
サ
ン
ゴ
礁

保
全
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
、
ワ
シ
ン
ト
ン

条
約
、
生
物
多
様
性
条
約
等
を
担
当
し
、

現
在
は
U
N
E
P
等
国
際
機
関
と
の
調
整

を
主
に
担
当
。

尼
子
直
輝
　
あ
ま
こ 

な
お
き

ポスト 2020 目標に向けたランドスケープアプローチに関する専門家ワークショップ

い
る
。
愛
知
目
標
に
対
応
す
る
指
標
は
2
0
1
6
年
の
C
O
P

13
で

よ
う
や
く
一
応
の
も
の
が
示
さ
れ
た
が
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
を

検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
達
成
度
の
指
標
及
び
そ
の
指
標
を
使
っ
て

評
価
す
る
国
内
外
の
体
制
も
同
時
に
又
は
速
や
か
に
検
討
す
べ
き
で
あ

る
。日

本
か
ら
個
別
目
標
に
つ
い
て
イ
ン
プ
ッ
ト
し
て
い
る
内
容
と
し
て

は
、

① 

S
A
T
O
Y
A
M
A
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
さ
ら
な
る
展
開

② 

生
態
系
を
基
盤
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ（
防
災
・
減
災
、
適
応
）の
推
進

③ 

非
意
図
的
に
侵
入
す
る
侵
略
的
外
来
種
へ
の
国
際
的
な
対
処

④ 

持
続
可
能
な
生
産
・
消
費
の
促
進

を
柱
と
し
て
お
り
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
が
採
択
さ
れ
た
後
の
展

開
も
見
据
え
つ
つ
、
目
標
検
討
の
議
論
に
貢
献
し
て
い
る
。
特
に
、
①

S
A
T
O
Y
A
M
A
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
さ
ら
な
る
展
開
に
つ
い
て

は
、
2
0
1
9
年
9
月
に
熊
本
で
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
に

関
す
る
専
門
家
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
S
A
T
O
Y
A
M
A
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
た
ポ
ス
ト
2
0
2
0

目
標
へ
の
提
案
を
ま
と
め
て
い
る
。

今
後
も
C
O
P

15
に
向
け
、
2
0
2
0
年
6
月
の
I

U
C
N
の

世
界
自
然
保
護
会
議
（
W
C
C
）、
2
0
2
0
年
9
月
の
国
連
総
会
に

お
け
る
生
物
多
様
性
サ
ミ
ッ
ト
等
、
国
際
的
に
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目

標
に
対
す
る
注
目
が
高
ま
る
機
会
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
会
を
、
国
内

の
機
運
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
げ
た
い
。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
、
世
界
全
体
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
機
能
を
果

た
し
て
き
た
。
そ
の
最
た
る
例
が
、
世
界
の
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
生
物

種
に
つ
い
て
ま
と
め
た
リ
ス
ト
＆
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
「
I

U
C
N

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
」
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
は
、
そ
の
I

U
C
N
に
と
っ
て
も
極
め

て
重
要
な
世
界
枠
組
み
で
あ
り
、
I

U
C
N
が
4
年
に
1
度
主
催

す
る
世
界
最
大
の
自
然
保
護
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
世
界
自
然
保
護
会

議
」
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

世
界
自
然
保
護
会
議
2
0
2
0

世
界
自
然
保
護
会
議
（W

C
C

：W
orld C

onservation C
ongress

）
は
、
4

年
に
1
度
（
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
年
）、
I

U
C
N
が
主
催
す
る
会

合
で
、
世
界
各
地
か
ら
1
万
人
以
上
が
参
加
す
る
、
自
然
保
護
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
次
回
会

合
は
、
2
0
2
0
年
6
月
11
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
の
マ

ル
セ
ー
ユ
と
い
う
港
町
で
開
催
予
定
で
あ
る
。

W
C
C
は
大
き
く
前
後
半
の
2
部
構
成
と
な
る
。
前
半
の
4
日

間
は
I

U
C
N
に
加
盟
す
る
団
体
や
専
門
家
が
企
画
運
営
す
る
世
界

最
新
の
自
然
保
護
の
事
例
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集
め
る
「
世
界
自
然
保
護

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
か
れ
、
後
半
の
4
日
間
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
出

さ
れ
た
知
見
も
踏
ま
え
た
、I
U
C
N
関
係
者
（
政
府
、N
G
O
、専
門
家
）

が
今
後
4
年
間
注
力
す
る
方
向
性
を
I

U
C
N
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
予
算

と
し
て
ま
と
め
る
と
同
時
に
、
I

U
C
N
を
牽
引
す
る
会
長
を
は
じ

め
と
す
る
リ
ー
ダ
を
選
出
す
る
「
会
員
総
会
」
が
開
か
れ
る
。

全
体
を
貫
く
テ
ー
マ
は
、「
人
々
と
自
然
の
た
め
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー

は
じ
め
に
　

本
原
稿
は
、
2
0
1
9
年
10
月
時
点
で
執
筆
を
し
て
い
る
。
執
筆

時
点
で
は
、
第
7
回
世
界
自
然
保
護
会
議
の
詳
細
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
に
つ
い
て
も
、

第
1
回
ポ
ス
ト
2
0
2
0
作
業
部
会
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公

式
・
非
公
式
含
め
多
角
的
な
情
報
に
基
づ
く
が
、
推
測
を
多
く
含
ん
だ

内
容
で
あ
る
。

ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
は
、
C
O
P

15
を
含
む
生
物
多
様
性
条

約
関
連
会
合
で
交
渉
さ
れ
る
の
だ
が
、
国
連
会
合
や
、
学
術
界
な
ど

様
々
な
国
際
会
合
と
も
共
鳴
し
な
が
ら
構
築
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
ポ

ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
構
築
に
影
響
を
及
ぼ
す
国
際
イ
ベ
ン
ト
の
中

で
も
、
生
物
多
様
性
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
要
な
団
体
・
機
関
・
専
門

家
が
一
堂
に
会
す
る
場
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
国
際
自
然
保
護

連
合
（IU

C
N

：International U
nion for C

onser-vation of N
ature

）
が
開
催

す
る
「
I

U
C
N
世
界
自
然
保
護
会
議
2
0
2
0
」
で
あ
る
。

I
U
C
N
は
、
1
9
4
8
年
に
設
立
さ
れ
た
。
設
立
当
時
、
国
連

機
構
の
中
に
自
然
保
護
を
目
的
に
掲
げ
る
組
織
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
研
究
者
・
民
間
組
織
・
政
府
に
よ
る
自
然
保
護
の
国
際
協
調

を
進
め
る
団
体
と
し
て
生
ま
れ
た
背
景
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
外
務
省

や
環
境
省
と
い
っ
た
政
府
機
関
と
、
日
本
自
然
保
護
協
会
や
W
W
F

ジ
ャ
パ
ン
と
い
っ
た
N
G
O
の
両
者
が
団
体
と
し
て
加
盟
し
、
ま
た
、

世
界
1
万
5
千
人
以
上
に
及
ぶ
専
門
家
が
自
発
的
に
6
つ
の
専
門

委
員
会
を
構
成
し
て
い
る
と
い
う
巨
大
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

時
に
対
立
関
係
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
政
府
と
N
G
O
・
研
究
者

が
、生
物
多
様
性
保
全
に
つ
い
て
協
働
す
る
こ
と
で
前
進
す
る
テ
ー
マ
・

I
U
C
N
世
界
自
然
保
護
会
議
と
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み

道
家
哲
平
　
国
際
自
然
保
護
連
合
日
本
委
員
会
　
事
務
局
長

〝
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組

み
の
実
現
手
段
に
つ
い

て
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア

が
世
界
中
か
ら
披
露
さ

れ
る〝
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プ
の
管
理
」「
生
命
を
支
え
る
淡
水
の
保
全
」「
海
洋
の
健
全
性
の
再
生
」

「
気
候
変
動
緩
和
と
適
応
の
加
速
」「
効
果
的
で
公
正
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
と

人
権
保
護
」「
持
続
可
能
性
に
向
け
た
経
済
・
財
政
シ
ス
テ
ム
の
て
こ

い
れ
」「
知
識
、
学
習
、
革
新
、
技
術
の
進
展
」（
傍
線
は
、
一
単
語
で
テ

ー
マ
を
説
明
す
る
際
に
使
わ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
）
の
7
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
テ
ー
マ
の
下
に
、
前
回
の
W
C
C
2
0
1
6
と
同
程

度
で
あ
れ
ば
フ
ォ
ー
ラ
ム
期
間
中
に
、
1
0
0
0
近
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
か
れ
る
見
込
み
だ
。

ポ
ス
ト
2
0
2
0
の
交
渉
過
程
と
W
C
C
2
0
2
0
の
タ
イ
ミ
ン
グ

2
0
2
0
年
6
月
中
旬
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
を
、
ポ
ス
ト

2
0
2
0
枠
組
み
の
交
渉
に
つ
い
て
予
想
を
交
え
て
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
な
フ
ェ
ー
ズ
と
考
え
ら
れ
る
。

① 

ゴ
ー
ル
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
文
言
に
関
す
る
交
渉
（
第
2
回

ポ
ス
ト
2
0
2
0
作
業
部
会
、
2
0
2
0
年
2
月
）
を
元
に
個
々
の
目
標

に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
る
。

② 

目
標
達
成
の
た
め
の
条
件
整
備
（
資
源
動
員
含
む
）
に
関
す
る
交
渉
（
第

3
回
条
約
の
実
施
に
関
す
る
補
助
機
関
会
合
、
2
0
2
0
年
5
月
）
が
終
わ

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
資
金
動
員
に
関
す
る
目
標
は
、
先
進
国
途
上

国
含
め
関
心
が
高
く
、
か
つ
、
高
い
政
治
的
判
断
を
要
す
る
議
題
で

あ
る
と
同
時
に
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
の
目
標
の
意
欲
度
を

大
き
く
左
右
す
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
合
意
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

③ 

W
C
C
2
0
2
0
の
翌
月
に
は
、
予
定
さ
れ
て
い
る
限
り
で
最
終

と
な
る
交
渉
会
合
で
あ
る
第
3
回
ポ
ス
ト
2
0
2
0
作
業
部
会
会

合
が
控
え
て
い
る
。

第
1
回
の
ポ
ス
ト
2
0
2
0
作
業
部
会
で
の
状
況
を
踏
ま
え
る

と
「
2
0
5
0
年
の
人
と
自
然
の
共
生
す
る
社
会
に
向
け
て
、
資
金
的
、

技
術
的
な
実
現
可
能
性
と
意
欲
度
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
目
標
設
定

を
検
討
中
」「
国
や
、
I

U
C
N
加
盟
団
体
な
ど
の
民
間
に
よ
る
生
物

多
様
性
保
全
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
、
高
い
貢
献
度
が
見
込
め
る
な
ら
高

い
目
標
設
定
に
つ
な
が
り
、
低
い
貢
献
度
し
か
見
込
め
な
い
な
ら
、
意

欲
的
な
目
標
設
定
は
な
さ
れ
な
い
」
と
い
う
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

W
C
C
2
0
2
0
の
注
目

W
C
C
の
あ
り
方
と
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
交
渉
の
状
況
と

を
勘
案
す
る
と
、
I

U
C
N–

W
C
C
2
0
2
0
に
期
待
さ
れ
る
成
果

は
3
つ
考
え
ら
れ
る
。

1 

．
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
の
目
標
案
作
り
：
ポ
ス
ト
2
0
2
0

目
標
は
、
具
体
的
で
、
測
定
可
能
で
、
達
成
可
能
で
、
結
果
志
向

で
、
時
限
を
定
め
た
目
標
設
定
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
I

U
C
N
は
、

保
護
地
域
・
種
の
保
全
・
生
態
系
管
理
・
外
来
種
防
除
・
生
物
多
様

性
の
主
流
化
・
普
及
啓
発
な
ど
の
分
野
で
は
専
門
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
へ
の
具
体
的
な
目
標
案

に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

2
．
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
の
実
現
手
法
の
提
案
：
目
標
と
同
時

に
、
そ
の
目
標
達
成
に
必
要
な
仕
組
み
や
ア
プ
ロ
ー
チ
、
指
針
や

技
術
開
発
／
提
供
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
が
必
要
と
な
る
。

W
C
C
2
0
2
0
は
、
1
万
人
以
上
に
及
ぶ
世
界
各
地
の
現
場
の

保
全
を
牽
引
す
る
専
門
家
・
団
体
が
、
各
地
の
事
例
を
も
っ
て
一
同

に
集
ま
る
場
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
部
分
で
は
、
ポ
ス

ト
2
0
2
0
枠
組
み
の
実
現
手
段
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

ィ
ア
が
世
界
中
か
ら
披
露
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

3
．
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
へ
の
支
持
表
明
：
W
C
C
は
、
自
然
保

護
に
留
ま
ら
な
い
、
世
界
中
の
注
目
を
集
め
る
会
合
と
な
っ
て
い
る
。

世
界
自
然
保
護
会
議
2
0
1
6
の
際
に
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
で
の
リ
ー
チ
数
は
、
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
7
5
0
0
万

人
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
注
目
の
中
で
、
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
表
明
の
機
会
が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
前
回
は
、
会
議
開

2016 年に開催された世界自然保護会議の様子

特
集
2  

こ
れ
か
ら
の
生
物
多
様
性
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リ
オ
を
辿
ろ
う
と
も
、
I

U
C
N
世
界
自
然
保
護
会
議
2
0
2
0
は
、

2
0
2
0
年
に
最
も
注
目
す
る
べ
き
会
合
の
一
つ
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

催
直
前
に
ホ
ス
ト
国
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
オ
バ
マ
大
統
領

に
よ
っ
て
、
パ
パ
ハ
ナ
ウ
モ
ク
ア
ケ
ア
海
洋
国
立
公
園
の
海
洋
保
護

区
拡
張
（
1
5
0
万
平
方
キ
ロ（
日
本
の
国
土
の
3
倍
弱
））
が
宣
言
さ
れ
た
。

W
C
C
2
0
2
0
は
、
生
物
多
様
性
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
い
う
ポ

ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
の
実
施
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
も
検
討
さ
れ

て
い
る
仕
組
み
を
実
証
す
る
場
と
も
考
え
ら
れ
る
。

I
U
C
N
組
織
内
で
は
、
前
述
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
2
0
2
0
の
シ

ナ
リ
オ
を
描
き
な
が
ら
、
そ
し
て
、
生
物
多
様
性
条
約
の
関
連
会
議

を
み
て
更
新
し
な
が
ら
、
W
C
C
2
0
2
0
の
役
割
を
定
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ポ
ス
ト
2
0
2
0
枠
組
み
が
ど
の
よ
う
な
シ
ナ

千
葉
大
学
大
学
院
修
士
（
哲
学
）。（
公
財
）

日
本
自
然
保
護
協
会
広
報
会
員
連
携
部
長
、

国
際
自
然
保
護
連
合
日
本
委
員
会
副
会
長

兼
事
務
局
長
。
2
0
0
8
年
よ
り
、
生
物

多
様
性
条
約
関
連
会
合
を
継
続
的
に
参
加
。

2
0
1
6
年
よ
り
、
生
物
多
様
性
条
約
の

普
及
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
C
E
P
A
）
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
。

道
家
哲
平
　
ど
う
け 

て
っ
ぺ
い

生
物
多
様
性
民
間
参
画
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
G
P
B
B
） 

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

暗
中
模
索
で
始
ま
っ
た
10
年
前

一
方
で
企
業
の
方
は
、
当
時
は
ま
だ
十
分
に
何
を
す
べ
き
か
、
そ
も

そ
も
自
社
の
活
動
と
生
物
多
様
性
の
関
係
を
十
分
に
把
握
し
て
お
ら
ず
、

社
会
貢
献
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
む
ぐ
ら
い
に
し
か
考
え
て
い
な
い
企

業
も
多
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
実
際
に
は
、
企
業
活
動
は
生
物
多
様
性
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
お
り
、
同
時
に
そ
の
生
物
多
様
性
に
大
き
く
依
存
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

2
0
0
5
年
に
発
表
さ
れ
た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
」 

に
よ
っ

企
業
に
と
っ
て
の
C
O
P
10
の
意
義

2
0
1
0
年
の
C
O
P

10
（
第
10
回
締
約
国
会
議
）
は
、
こ
れ
ま
で

の
生
物
多
様
性
条
約(

C
B
D)

の
中
で
も
非
常
に
成
果
が
多
か
っ
た

C
O
P
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
愛
知
目
標
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
C
B
D
が
出
来
た
当
初
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た

A
B
S
（
遺
伝
子
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
利
益
配
分
）
に
つ
い
て
法
的
拘
束

力
の
あ
る
国
際
ル
ー
ル
が
よ
う
や
く
合
意
さ
れ
、
名
古
屋
議
定
書
と
し

て
採
択
さ
れ
た
。
特
に
遺
伝
子
資
源
を
扱
う
製
薬
や
食
料
品
飲
料
な
ど

の
業
界
に
と
っ
て
は
、
ル
ー
ル
が
明
確
に
な
っ
た
意
味
は
大
き
い
。
ビ

ジ
ネ
ス
全
体
に
つ
い
て
言
え
ば
、
愛
知
目
標
の
目
標
4
と
目
標
5
は
、

企
業
な
ど
民
間
が
な
す
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
参
画

の
決
議
（
X
/

21
）
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
決
議
に
基
づ
き
、
翌
年
に
は

企
業
と
生
物
多
様
性
、
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

足
立
直
樹
　
株
式
会
社
レ
ス
ポ
ン
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ

 27    Wildlife Forum Volume24, Issue2



て
で
あ
っ
た
し
、
企
業
活
動
と
の
直
接
的
な
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、

2
0
0
8
年
に
世
界
資
源
研
究
所
（
W
R
I
）
と
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
世
界
経
済
人
会
議
（
W
B
C
S
D
）
な
ど
に
よ
っ
て
開
発
・
発

表
さ
れ
た
「
企
業
の
た
め
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
評
価
」（T

he C
orporate 

Ecosystem
 Service R

eview
 , C

ER

）
に
よ
っ
て
初
め
て
、
自
社
の
事
業
活

動
と
生
物
多
様
性
お
よ
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
関
係
性
を
系
統
的
に
分

析
す
る
ツ
ー
ル
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

国
内
で
言
え
ば
、
2
0
0
9
年
8
月
に
策
定
さ
れ
た
「
生
物
多
様

性
民
間
参
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」 

に
よ
っ
て
初
め
て
、
企
業
が
な
す
べ
き

こ
と
が
具
体
的
に
示
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
た
し
か
に
C
O
P

10
の
開
催
に
よ
っ
て
日
本
企
業
の
間

で
は
生
物
多
様
性
へ
の
関
心
は
急
速
に
高
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
何
か
し

な
く
て
は
と
い
う
意
識
が
主
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
2
0
0
8
年
4

月
に
生
物
多
様
性
に
深
く
関
心
を
持
つ
企
業
14
社
が
集
ま
り
、
企
業
と

生
物
多
様
性
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
J
B
I
B
）
を
組
織
し
た
と
き
か
ら
そ

の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
参
加
し
て
い
る
積
極
的
な
企
業

で
あ
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
企
業
は
生
物
多
様
性
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
、

そ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。

日
本
経
済
団
体
連
合
会
も
2
0
0
9
年
3
月
に
7
項
目
の
宣
言

と
行
動
指
針
か
ら
な
る
「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
」 

を
発
表
し
て
い

る
が
、「
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
、
自
然
循
環
と
事
業
活
動
と
の
調
和

を
志
す
」（
宣
言
1
）
な
ど
、
こ
の
時
点
で
は
精
神
論
的
な
内
容
と
な
っ

て
い
た
。

な
お
、
こ
う
し
た
企
業
を
取
り
ま
と
め
る
動
き
と
し
て
は
、

2
0
1
0
年
5
月
に
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
日
本
商
工
会
議
所
そ

し
て
経
済
同
友
会
が
、
経
済
界
を
中
心
と
し
た
自
発
的
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
「
生
物
多
様
性
民
間
参
画
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
設
立
し
、

4
0
0
以
上
の
団
体
の
加
入
を
得
て
、
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

C
O
P
10
後
の
10
年

そ
の
後
の
10
年
の
進
捗
で
あ
る
が
、
生
物
多
様
性
に
本
格
的
に
取
り

組
み
始
め
た
企
業
と
そ
う
で
な
い
大
多
数
の
企
業
と
の
間
で
か
な
り
大

き
な
差
異
が
生
ま
れ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
未
だ
あ
ま
り

意
識
の
変
化
が
な
く
、
自
然
保
護
や
里
山
保
全
の
活
動
の
み
を
続
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

一
方
で
、
自
社
の
事
業
活
動
が
生
物
多
様
性
に
大
き
く
依
存
し
て
い

た
り
、
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
企
業
は
、
原

材
料
調
達
や
顧
客
お
よ
び
投
資
家
向
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
に
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
る
。
こ
の
先
は
、
こ
う
し
た
企
業
の
活

動
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

2
0
1
0
年
以
降
、
先
進
的
な
企
業
の
活
動
が
進
ん
だ
一
つ
の
き

っ
か
け
は
、
C
O
P

10
で
発
表
さ
れ
た
T
E
E
B
（
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と

生
物
多
様
性
の
経
済
学
） 

の
最
終
報
告
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
生
物
多
様
性
に
莫
大
な
経
済
的
価

値
が
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
多
く
の
事
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が

定
量
的
に
示
さ
れ
、
企
業
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
さ
ら
に

は
、
そ
う
し
た
影
響
を
定
量
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
活
動
の
ど
こ

で
配
慮
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
も
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

も
っ
と
も
生
態
系
に
負
荷
を
与
え
て
い
た
の
が
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、

特
に
そ
の
最
上
流
の
畑
や
森
林
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
企
業
が
管
理
ど

こ
ろ
か
、
考
え
る
こ
と
す
ら
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
間
接
的

と
は
言
え
非
常
に
大
き
な
負
荷
を
与
え
、
ま
た
そ
れ
が
企
業
の
リ
ス
ク

要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ
。
こ
こ
か
ら
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
へ
の
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

情
報
開
示
そ
し
て
投
資
家
の
巻
き
込
み

そ
し
て
、
企
業
の
こ
う
し
た
活
動
を
投
資
が
後
押
し
す
る
動
き
も

出
て
き
た
。
ま
ず
は
2
0
1
2
年
の
リ
オ
+

20
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
は

じ
め
と
す
る
い
く
つ
か
の
国
の
大
臣
が
参
加
す
る
中
、
自
然
資
本
宣
言

〝
本
格
的
に
取
り
組
み
始

め
た
企
業
と
そ
う
で
な

い
大
多
数
の
企
業
と
の

間
で
か
な
り
大
き
な
差

異
が
生
ま
れ
て
い
る〝

特
集
2  

こ
れ
か
ら
の
生
物
多
様
性
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が
行
な
わ
れ
、 

42
の
金
融
機
関
の
ト
ッ
プ

が
署
名
し
た
。
生
物
多
様
性
や
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
は
、
企
業
活
動
を
支

え
る
「
自
然
資
本
」
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

翌
年
、
2
0
1
3
年
に
は
国
際
統
合
報
告
評
議
会
（
I
I
R
C
）
が

〈
I
R
〉（
統
合
報
告
）
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク 

を
公
開
し
た
が
、
そ
の
中
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る
6
つ
の
資
本
の
一
つ
と
し
て
自
然
資
本
が
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
統
合
報
告
で
は
自
然
資
本
を
含
め
て
価
値
創
造
ス
ト
ー

リ
ー
を
開
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
だ
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
注
目
が
集
ま
る

こ
れ
と
並
行
し
て
、
気
候
変
動
に
対
す
る
危
機
感
が
国
際
的
に
急

速
に
高
ま
り
、
2
0
1
4
年
の
国
連
気
候
サ
ミ
ッ
ト
で
は
吸
収
源
で

あ
る
森
林
が
注
目
さ
れ
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
森
林
破
壊
を
半
減
し
、

2
0
3
0
年
ま
で
に
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
「
森
林
に
関
す
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
。
生
物
多
様
性
と
気
候
変
動
の
2
つ

の
問
題
が
一
つ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
つ
な
が
り
、
こ
の
宣
言
に
は
各

国
政
府
だ
け
で
な
く
、
52
の
企
業
も
加
わ
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
企
業

の
中
で
も
「
森
林
破
壊
ゼ
ロ
」
を
掲
げ
る
と
こ
ろ
が
登
場
し
始
め
た
。

こ
れ
を
一
気
に
加
速
し
た
の
が
E
S
G
投
資
家
で
あ
る
。
原
料
調

達
を
通
じ
た
間
接
的
な
も
の
も
含
め
、
企
業
が
森
林
破
壊
に
ど
れ
ほ
ど

関
与
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
投
融
資
の
判
断
基
準
に
す
べ
く
、
C
D
P

フ
ォ
レ
ス
ト
の
調
査
が
2
0
1
3
年
か
ら
始
ま
り
、
特
に
影
響
が
大

き
い
原
料
と
し
て
、
紙
パ
ル
プ
・
木
材
、
パ
ー
ム
油
、
牛
、
大
豆
の

4
品
目
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
2
0
1
6
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標

（
S
D
G
s
）
も
、
企
業
が
持
続
可
能
性
へ
貢
献
す
る
機
運
を
一
気
に
高

め
た
。

自
然
資
本
会
計
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
6
年
に
自
然
資
本
連
合

（
N
C
C
）
が
自
然
資
本
プ
ロ
ト
コ
ル 

を
公
表
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
ま
だ
一
部
の
企
業
が
内
部
管
理
に
使
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
デ

ー
タ
を
公
開
す
る
企
業
は
さ
ら
に
少
な
い
。
し
か
し
、
2
0
1
6 

年

の
C
O
P

13
の
生
物
多
様
性
主
流
化
の
決
議
（

XIII
/
3
）
で
は
、
自
然

資
本
会
計
等
を
活
用
し
た
生
物
多
様
性
に
対
す
る
影
響
評
価
の
推
進
な

ど
が
各
国
が
企
業
に
対
し
て
推
奨
す
べ
き
こ
と
と
し
て
具
体
的
に
示
さ

れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
進
展
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
2
0
1
0
年
以
降
の
企
業
と
生
物
多
様
性
の
活
動
の

も
っ
と
も
大
き
な
動
き
と
し
て
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け
る
影

響
に
注
目
が
集
ま
り
、
持
続
可
能
な
原
材
料
を
調
達
す
る
こ
と
が
企
業

に
と
っ
て
必
須
の
活
動
と
な
り
、
そ
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、
認
証

制
度
の
活
用
も
拡
大
し
た
。
そ
し
て
、
E
S
G
投
資
が
欧
州
、
米
国
、

そ
し
て
日
本
で
も
拡
大
す
る
に
伴
い
、
機
関
投
資
家
も
企
業
の
調
達
ポ

リ
シ
ー
を
投
融
資
の
判
断
基
準
に
使
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
逆

に
言
え
ば
、
生
態
系
に
配
慮
し
な
い
原
材
料
を
使
い
続
け
る
企
業
は
、

将
来
的
に
そ
う
し
た
原
材
料
を
使
え
な
く
な
る
リ
ス
ク
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
消
費
者
や
投
資
家
か
ら
排
除
さ
れ
る
リ
ス
ク
も
負
い
つ
つ
あ
る

の
だ
。
前
述
し
た
J
B
I
B
で
も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
管
理
や
持

続
可
能
な
原
材
料
調
達
は
主
要
な
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
っ
た
り
、
国
内
外
の
N
G
O
や
投
資
家

と
の
意
見
交
換
も
進
ん
で
い
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
自
然
の
価
値

も
ち
ろ
ん
、
企
業
活
動
と
生
物
多
様
性
の
接
点
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
だ
け
で
は
な
い
。
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
意
味
で
言
え
ば
、
気
候

変
動
へ
の
適
応
や
自
然
災
害
リ
ス
ク
緩
和
策
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
グ
リ

ー
ン
・
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す
る
こ
と
は
、 

C
O
P

13
で
は
生
物
多
様
性

主
流
化
の
決
議
（

XIII
/
3
）
に
も
組
み
込
ま
れ
た
し
、
日
本
で
も
最
近

か
な
り
議
論
さ
れ
、
具
体
的
な
応
用
も
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
2
0
1
8
年
の 

C
O
P

14
で
は
、
企
業
は
意
思
決
定
の
際

に
生
物
多
様
性
へ
の
依
存
と
影
響
に
つ
い
て
評
価
を
参
考
に
す
る
こ
と

や
、
開
発
に
お
い
て
戦
略
的
ア
セ
ス
を
活
用
し
た
り
、
統
合
的
な
空
間

計
画
を
行
う
こ
と
が
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
宣
言
で
謳
わ
れ
、

主
流
化
を
よ
り
進
め
よ
う
と
い
う
動
き
や
、
そ
の
た
め
に
金
融
セ
ク
タ

ー
を
も
っ
と
巻
込
も
う
と
い
う
意
志
も
感
じ
ら
れ
た
。

オイルパームのプランテーション。一面の緑だが、
原生林が切り拓かれて作られることも多い。マレー
シアで筆者撮影
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ポ
ス
ト
2
0
2
0
を
リ
ー
ド
し
始
め
た
欧
州
企
業

一
方
、
2
0
2
0
年
が
目
標
達
成
年
で
あ
る
愛
知
目
標
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
か
な
り
の
項
目
に
つ
い
て
は
世
界
的
に
達

成
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
企
業
に
い
た
っ
て
は
、

S
D
G
s
一
色
で
、
今
や
愛
知
目
標
を
語
る
企
業
も
ほ
と
ん
ど
い
な

い
始
末
で
あ
る
。

そ
の
中
で
大
き
な
や
る
気
を
見
せ
て
い
る
の
が
フ
ラ
ン
ス
で
、

2
0
1
8
年
にEpE

（
環
境
保
護
の
た
め
の
企
業
連
合
）
が
中
心
と
な
り
、

A
ct 4N

ature

（A
ct for N

ature

）
と
い
う
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
10
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
企
業
ト
ッ
プ
が
自
ら
誓

約
を
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て
生
物
多
様
性
を

企
業
経
営
戦
略
に
統
合
し
、
影
響
を
定
量
的
に
評
価
し
、
削
減
で
き
な

い
も
の
は
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

こ
れ
が
他
の
欧
州
企
業
な
ど
に
も
影
響
を
与
え
、
昨
年
2
0
1
9

年
7
月
に
は
、Business for N

ature (

B
4
N)
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
ち
ら
に
は
前
述
のEpE

の
他
に
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
W
E
F
）、

国
際
商
業
会
議
所
（
I
C
C
）、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
世
界
経
済

人
会
議
（
W
B
C
S
D
）
な
ど
の
世
界
的
に
影
響
力
の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
団

体
、
そ
し
て
国
際
自
然
保
護
連
合
（
I

U
C
N
）
や
世
界
自
然
保
護
基
金

（
W
W
F
）
な
ど
の
国
際
的
な
自
然
保
護
団
体
が
参
加
し
て
お
り
、
今
後

の
企
業
と
生
物
多
様
性
の
大
き
な
流
れ
を
作
り
、
ま
た
行
動
の
中
心
を

担
う
可
能
性
が
高
そ
う
だ
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
10
年
間
は
非
常
に
重
要

だ
。
気
温
上
昇
を
1.
5
度
に
抑
え
る
た
め
、
温
室
効
果
ガ
ス
は

2
0
3
0
年
ま
で
に
半
減
し
な
く
て
い
け
な
い
。
生
物
多
様
性
の
喪

失
に
つ
い
て
も
ま
っ
た
な
し
の
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
一
気

に
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
物
多
様
性
に
お
い
て
も
自
然
科
学
に
基

づ
い
た
明
確
な
数
値
目
標
や
K
P
I
を
設
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
た
と
え
ば
世
界
自
然
保
護
基
金
（
W
W
F
）
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
は
、
自
然
と
人
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル 

を
提
言
し
て

お
り
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
目
標
は
、
①
自
然
生
息
地
の
喪
失
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
、
②
人
間
活
動
に
起
因
す
る
生
物
種
の
絶
滅
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
、
③ 

生
産
と
消
費
の
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
半
分
に
す
る
こ

と
、
の
３
つ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
達
成
の
た
め
に
は
企

業
が
本
気
で
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
10
年
が
分
か
れ
道

ポ
ス
ト
2
0
2
0
が
ど
う
な
る
か
は
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

だ
が
、
少
な
く
と
も
森
林
破
壊
を
ゼ
ロ
に
し
、
そ
れ
以
外
に
も
持
続
可

能
な
原
材
料
の
み
を
使
い
、
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
移
行
す

る
こ
と
は
、
今
後
、
責
任
あ
る
企
業
に
と
っ
て
の
常
識
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

私
た
ち
が
い
ま
大
変
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ

る
が
、
そ
の
流
れ
を
一
気
に
反
転
し
、
そ
う
し
た
危
機
か
ら
脱
し
て

2
0
3
0
年
を
迎
え
る
た
め
の
、
重
要
な
、
そ
し
て
困
難
な
10
年
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
間
違
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
た
企
業
だ
け
が
、
2
0
3
0
年
か
ら
先
の

世
界
で
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

特
集
2
　
こ
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か
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の
生
物
多
様
性

株
式
会
社
レ
ス
ポ
ン
ス
ア
ビ
リ
テ
ィ 

代
表
取

締
役
。
東
京
大
学
・
同
大
学
院
修
了
。
博
士（
理

学
）。
国
立
環
境
研
究
所
と
マ
レ
ー
シ
ア
森
林

研
究
所
（
F
R
I

M
）
で
熱
帯
林
の
研
究
に
従

事
し
た
後
、
独
立
。
株
式
会
社
レ
ス
ポ
ン
ス
ア

ビ
リ
テ
ィ
を
設
立
し
、
一
般
社
団
法
人
企
業
と

生
物
多
様
性
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
J
B
I
B
）

は
理
事
・
事
務
局
長
を
務
め
る
。

足
立
直
樹
　
あ
だ
ち 

な
お
き

〝
生
態
系
に
配
慮
し
な
い

原
材
料
を
使
い
続
け
る

企
業
は
、
消
費
者
や
投

資
家
か
ら
排
除
さ
れ
る〝
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あ
る
）。
実
際
に
は
生
物
多
様
性
条
約
と
S
D
G
s
で
は
、
構
成
す
る

国
や
プ
ロ
セ
ス
が
異
な
る
が
、
愛
知
目
標
の
改
訂
は
S
D
G
s
に
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
領
域
と
い
え
る
。

特
集
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
愛
知
目
標
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標

は
、
生
物
多
様
性
条
約
の
目
標
で
あ
り
、
科
学
に
は
基
づ
く
が
、
政
府

か
ら
構
成
さ
れ
る
締
約
国
（
な
い
し
は
欧
州
委
員
会
﹇
E
U
﹈）
の
間
の
取

り
決
め
を
主
眼
と
す
る
、
政
策
や
政
治
の
レ
ベ
ル
で
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン

ト
と
い
う
国
連
の
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
科
学
者
や
幅
広

い
関
係
者
が
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
を
含
め
て
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に

は
参
加
し
て
お
り
、
条
約
の
プ
ロ
セ
ス
の
内
部
に
お
い
て
も
科
学
技

術
助
言
補
助
機
関
（SBST

TA
: Subsidiary Body on Scientific, Technical and 

Technological A
dvice

）
と
い
う
科
学
技
術
に
特
化
し
た
会
合
が
締
約
国

会
議
（
C
O
P
）
に
対
し
て
推
薦
や
勧
告
を
す
る
と
い
う
流
れ
と
な
っ

て
い
る
（
図
2
）。

一
方
の
I
P
B
E
S
は
、
協
力
し
つ
つ
も
生
物
多
様
性
条
約
の
枠

組
の
な
か
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
な
く
、
ま
た
正
式
に
は
国
連
の
プ
ロ
セ
ス

で
も
な
い
。
政
府
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
多
様
な
学
術
分
野
の
専
門
家

や
、
伝
統
的
知
識
な
ど
の
異
な
る
知
識
体
系
を
有
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
包
摂
し
、
生
物
多
様
性
と
生
態
系
の
保
全
を
目
指
す
先
駆
的
な

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
。
確
か
に
国
連
の
機
関
は
関
与
し
て
お
り
、

国
連
環
境
計
画
、
国
連
開
発
計
画
、
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
、

国
連
食
糧
農
業
機
関
な
ど
が
合
同
で
参
画
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
府

間
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
筆

者
も
参
画
し
た
I
P
B
E
S
の
外
部
評
価
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

2
0
2
0
年
以
降
の
生
物
多
様
性
条
約
の
枠
組
に

お
い
て
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
が
合
意
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
、
特
に
科
学
者
を
中
心
と
し
て
構
成
さ

れ
る
、
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

政
府
間
科
学–

政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（IPBES: T

he 

Intergovernm
ental Science-Policy Platform

 on Biodiversity and 

Ecosystem
 Services

）
の
役
割
に
つ
い
て
解
説
を
す
る
。

生
物
多
様
性
保
全
に
関
わ
る
組
織
や
機
関
の
関
係
性

内
容
面
で
の
議
論
の
ま
え
に
、
生
物
多
様
性
保
全
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
も
の
国
際
機
関
、
条
約
、
そ
し
て
団
体

が
関
係
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
組
織
や
機
関
の
関
係
性
に

つ
い
て
解
説
を
し
よ
う
（
図
1
）。
相
互
に
影
響
を
及
ぼ

し
あ
い
な
が
ら
も
独
立
し
て
い
る
プ
ロ
セ
ス
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
多
く
、
混
同
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

例
え
ば
、
生
物
多
様
性
条
約
の
愛
知
目
標
と
国
連
総
会

で
採
択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標(

S
D
G
s)

の
関

係
性
に
つ
い
て
、
全
く
別
物
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
い

が
、
実
質
的
な
中
身
と
し
て
生
物
多
様
性
の
目
標
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
整
合
性
が
と

ら
れ
て
い
る
（
こ
れ
は
各
々
の
前
身
で
も
あ
っ
た
2
0
1
0
年

目
標
と
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
サ
ミ
ッ
ト
の
目
標
で
も
類
似
し
た
前
例
が

ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
と
生
物
多
様
性
及
び
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

政
府
間
科
学–

政
策
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム（
I
P
B
E
S
）の
役
割

香
坂 

玲 

名
古
屋
大
学
大
学
院 

環
境
学
研
究
科 

教
授

図 1　生物多様性条約の目標と持続可能な開発目標 (SDGs) 等の関係性

2010年目標 愛知目標 ポスト愛知目標（2002–2010）
「生物多様性の損失速度を
2010年までに顕著に減少
させる」（2002 / COP6）

「2010年目標は達成されず、
生物多様性は

引き続き減少している」
（2010 / GBO3）

国内外の達成状況評価
国際的評価：GBO、
IPBES（2012年設立）の
アセスメント等
（2010 / GBO3）

国際会議
（SBSTTA等）、
日中韓生物
多様性政策
対話等

国別目標
検討

中間審査
次期

国家戦略

（2011–2020）
（2010 / COP10 / 日本） （2020 / COP15 / 中国）

持続可能な開発目標（SDGs）（2015年採択）（2016 –2030）
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さ
ら
に
、
生
物
多
様
性
条
約
と
I
P
B
E
S
の
決
定
的
な
違
い

は
、
政
策
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
I
P
B
E
S
が
発
信

す
る
一
連
の
科
学
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
内
容
は
地
球
規
模
・
地
域
・
方
法

論
・
受
粉
媒
介
等
の
題
材
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
）
は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル(

I
P
C
C)

と
同
様
に
政
策
に
関
連
す
る
が
政
策
を
規
定
し

な
い
情
報
を
提
供
す
る
（policy relevant but prescriptive

）
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
I
P
B
E
S
で
は
、
新
た
に
独
自
に
測
定
を
し
た

り
、
実
験
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
既
存
の
文
献
や
知
識
を
中
心

に
、
そ
の
集
積
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
や
傾
向
を
政
策
立
案
者
・
決
定
者

に
対
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
の
形
で
提
供
を
し
て
い
く
設
計
と
な
っ
て

い
る
。
科
学
者
が
決
め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
政
策
的
な

決
定
に
対
し
て
は
規
定
を
し
な
い
と
い
う
立
場
に
な
っ
て
く
る
。
一
方
、

愛
知
目
標
や
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
を
含
め
た
生
物
多
様
性
条
約
の

プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の
は
、
条
約
の
締
約
国
を
含
め
、
各
国
が
コ
ミ
ッ
ト

を
し
て
い
く
政
策
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
組
織
や
プ
ロ
セ
ス
の
性
質
は
異
な
る
が
、
多
国
間
の
国

際
条
約
と
I
P
B
E
S
な
ど
の
科
学
者
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
の

は
、
相
互
に
密
に
補
完
や
連
携
を
し
な
が
ら
展
開
を
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
愛
知
目
標
の
進
捗
に
対
し
て
2
0
1
9
年
に
I
P
B
E
S

が
採
択
し
た
地
球
規
模
の
生
物
多
様
性
と
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
で
は
、
そ
の
評
価
判
断
を
避
け
つ
つ
も
、
進
捗
は
思
わ
し

く
な
く
、
達
成
は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
あ
る
い
は

I
P
B
E
S
が
2
0
1
7
年
3
月
に
発
表
し
た
花
粉
媒
介
者
、
花

粉
媒
介
及
び
食
料
生
産
に
関
す
る
テ
ー
マ
別
評
価
報
告
書
は
、
生
物
多

様
性
条
約
の
締
約
国
会
議
に
お
い
て
歓
迎
さ
れ
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0

目
標
の
策
定
の
際
に
も
参
考
と
な
っ
て
い
る
。

ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
に
果
た
す
Ｉ
Ｐ
Ｂ
Ｅ
Ｓ
の
役
割

目
標
で
あ
る
今
回
の
「
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
」
に
つ
い
て
述
べ

る
と
、
私
見
で
は
い
く
つ
か
の
分
野
で
の
I
P
B
E
S
の
具
体
的
な

寄
与
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

ま
ず
大
前
提
と
し
て
「
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目
標
」
は
あ
く
ま
で
条

約
で
あ
る
生
物
多
様
性
条
約
が
合
意
し
、
S
D
G
s
等
に
連
動
・
波

及
さ
せ
て
い
く
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
I
P
B
E
S
は
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
に
対
し
て
科
学
的
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
中
心
に
し
て
い
く
立
場
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
2
0
1
9
年
に
I
P
B
E
S
が
採
択
し
、
公
表
し

た
地
球
規
模
、
2
0
1
8
年
の
地
域
別
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
ポ
ス
ト

2
0
2
0
目
標
を
策
定
す
る
う
え
で
の
土
台
に
あ
る
。

ま
た
I
P
B
E
S
で
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
の
作
業
計
画
を

決
め
て
お
り
、
そ
の
内
容
の
相
乗
効
果
が
出
る
よ
う
に
、
ポ
ス
ト

2
0
2
0
目
標
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
出
て
く
る
可
能
性
が

高
い
。
作
業
計
画
の
具
体
的
な
内
容
は
、
2
0
2
1
年
に
予
定
の
第

8
回
総
会
ま
で
に
、「
生
物
多
様
性
、
水
、
食
料
及
び
健
康
の
間
の
相

互
関
係
に
関
す
る
テ
ー
マ
別
評
価
」「
生
物
多
様
性
の
損
失
の
根
本
的

要
因
、
変
革
の
決
定
要
因
及
び
生
物
多
様
性
2
0
5
0
ビ
ジ
ョ
ン
達

成
の
た
め
の
オ
プ
シ
ョ
ン
に
関
す
る
テ
ー
マ
別
評
価
」
の
ス
コ
ー
ピ
ン

グ
を
、
2
0
2
2
年
以
降
の
「
事
業
が
生
物
多
様
性
と
「
自
然
が
人

に
も
た
ら
す
も
の
」
に
与
え
る
影
響
及
び
依
存
度
に
関
す
る
方
法
論
的

評
価
」
の
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う
と
し
て
い
る
。

同
時
に
I
P
B
E
S
は
新
た
な
概
念
で
あ
る
「
自
然
が
も
た
ら
す

も
の
（N

C
P: N

ature's contributions to people

） 

」
を
、
自
然
が
も
た
ら
す

図 2　生物多様性条約の構造

〝
愛
知
目
標
の
改
訂
は

S
D
G
s
に
も
大
き
く

影
響〝
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負
の
影
響
も
含
ん
で
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
ほ
ぼ
同
義
の
用
語
と
し
て
使

用
、
提
唱
し
て
い
る
が
、
生
物
多
様
性
条
約
を
含
め
、
他
の
国
際
プ
ロ

セ
ス
へ
の
波
及
は
現
時
点
で
は
限
定
的
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
条
約
の

議
論
で
は
、
I
P
B
E
S
が
提
唱
し
て
い
る
N
C
P
で
は
な
く
、
生

態
系
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
2
0
0
5
年
に
ミ

レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
と
い

う
用
語
が
、
各
国
の
行
政
に
お
い
て
、
よ
う
や
く
市
民
権
を
得
て
き
た

段
階
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
現
実
的
な
選
択
肢
と
い
う
見
方
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
分
野
に
よ
っ
て
は
、
各
機
関
や
省
庁
の
「
縄
張

り
意
識
」
も
関
係
し
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
が
生
物
多
様
性
の
保
全
や

主
流
化
の
難
し
さ
で
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
事
情
が
影
響
す
る
こ
と
も

あ
る
。
た
だ
し
科
学
者
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
政
治
的
な

配
慮
が
優
先
さ
れ
る
条
約
で
は
難
し
い
、
こ
の
よ
う
な
概
念
レ
ベ
ル
で

の
試
み
も
、
そ
の
普
及
の
可
否
は
別
に
し
て
、
ポ
ス
ト
2
0
2
0
目

標
の
プ
ロ
セ
ス
に
向
け
た
一
つ
の
貢
献
だ
ろ
う
。

政
策
と
科
学
の
対
話
は
、
必
ず
し
も
容
易
な
も
の
で
は
な
い
の
が
現

実
だ
。
I
P
B
E
S
の
内
部
、
生
物
多
様
性
条
約
と
I
P
B
E
S
の

対
話
な
ど
は
決
し
て
縁
遠
い
も
の
で
は
な
く
、「
野
生
生
物
と
社
会
」

な
ど
の
関
心
や
知
識
の
あ
る
読
者
の
皆
さ
ん
が
、
科
学
者
と
し
て
、
あ

る
い
は
実
務
家
と
し
て
生
物
多
様
性
の
プ
ロ
セ
ス
と
実
践
に
つ
い
て
積

極
的
に
関
与
し
、
情
報
発
信
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
。

な
お
、
2
0
1
9
年
7
月
15
日
の
海
の
日
の
日
経
新
聞　

経
済
教

室
に
寄
稿
（
気
候
変
動
と
生
物
多
様
性　
「
1
0
0
万
種
絶
滅
」
の
重
さ
理
解
を
）

し
た
の
で
、
そ
ち
ら
も
合
わ
せ
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

東
京
大
学
農
学
部
卒
業
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

中
東
欧
地
域
環
境
セ
ン
タ
ー
勤
務
後
、
英

国
で
修
士
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
グ
大

学
の
環
境
森
林
学
部
で
博
士
号
取
得
。
生

物
多
様
性
C
O
P
10
で
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
勤
め
た
。
近
著
に
、「
地
域
再
生
　
逆
境

か
ら
生
ま
れ
る
新
た
な
試
み
」（
岩
波
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
）、「
縮
小
す
る
日
本
社
会
」（
勉

誠
社
）、「
農
林
漁
業
の
産
地
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
」（
ぎ
ょ
う
せ
い
）
が
あ
る
。

香
坂
玲
　
こ
う
さ
か 

り
ょ
う

 33    Wildlife Forum Volume24, Issue2


